
：区がテーマ設定　助成率 10/10（上限 250 万円）
：活動の発展を支援　助成率 2/3（上限 50 万円）
：活動の立ち上げ支援　助成率 3/4（上限 30 万円）

協働ニュース 品
しな

聞
もん

Number

2O24.9.3O

37

ト ラ イ 助 成
チ ャ レ ン ジ 助 成
スタートアップ助成

地域課題の解決をめざす事業に助成！
令和６年度区民活動助成の採択団体を紹介します。

NPO法人マナビファクトリー
理事長 石井 光生さん

一般社団法人 子ども若者応援ネットワーク品川
ヤングケアラー（若者ケアラー）の理解と、支援ネットワーク強化事業

ヤングケアラー支援は品川区でも広がってきていますが、多くの制度が 18 歳を境に切れてしまうことがあり、
18 歳以上のヤングケアラー（以下「若者ケアラー」）については、切れ目なくサポートを継続することが課題
となっています。そこで、本事業は「若者ケアラー支援」に焦点を当て、若者ケアラーの実態やニーズ把握と、
支援ネットワーク構築の強化をめざします。

トライ
助成

日 程・場 所 ● 11月頃　若者ケアラー支援について当事者の声を聴く
● 12月頃　支援のネットワークづくりワークショップ
●    2月頃　支援についての小冊子発行・発表会

連絡担当者 中塚 史行
TEL/E-mai l 03-6421-5471 / kodomowakamono.net@gmail.com

一般社団法人 モノづくり X プログラミング for Shinagawa
地域団体デジタルサポーター育成事業（愛称：しなデジ）

デジタルを活用した区民向けサービスや業務改革が積極的に進む一方で、デジタルスキルを持たないことに
よる区民の情報格差（デジタルデバイド）は広がり続けています。本事業では、地域活動に関心のある若者
や地域住民をデジタルサポーターとして育成し、町会をはじめとする区内で活動する公益団体のデジタル支
援を行う仕組みをつくります。IT 支援が必要な団体の方はお気軽にお問い合わせください。

トライ
助成

日 程・場 所 ● ８月より区内にて活動開始
連絡担当者 山下 聖

E-mail info@shinadigi.com
ホームページ等

子ども若者応援フリースペース
ホームページ等

制度の詳細は
こちら

団体HP しなデジ
HPfacebook

助成期間のそのあとは？

　区内の生活困窮世帯の小中高生向けに学習支援をする団体で、
週に１度、無料の学習塾を行う事業が区民活動助成に採択され、
今年度は新たに区の事業委託を受けました。これまでの道のりに
ついて、理事長の石井 光生さんに伺いました。

HP

　活動の起こりは、後に立ち上げメンバーとなる数人で「教員経験や学習支援の経験・知見を生
かして何か出来ないだろうか」という率直な想いから、区役所に地域活動課という部署があると
知り、気楽な気持ちで事業相談に行ったことが始まりでした。
　その後、任意団体として細々と少人数の生徒を相手に支援を始めつつ、徐々に賛同者も集めな
がら、事業相談以降、数カ月にわたって話し合い続けてきた団体の方針もまとまり、晴れてNPO
法人化が出来ました。
　団体の方針を整理する動きは、NPO 法人化にもスムーズに働き、最初の事業相談からちょうど
１年後にあたる助成金申請の際にも、そのまま生かすことが出来ました。

団体の立ち上げ

　助成金採択後に広報紙や品聞（本紙）に活動が掲載されたことで、ボランティアや寄付も、助
成金採択前よりも目に見えて増えました。助成金事業となることによって、「支援者側」にとって
も「利用者側」にとっても一定の安心材料にもなるのだということを感じました。
　助成金事業が２年目の終盤に差し掛かる頃、品川区の「生活困窮者学習支援事業」「ひとり親家
庭学習支援事業」の委託事業の募集が始まりました。私たちの日々の活動と大部分で合致する内容
でしたので、立ち上げて２年の団体では狭き門だとは知りつつも、これも良い経験と思い、エン
トリーする運びとなりました。選考に際しては、団体として真摯に品川区の地域課題と向き合っ
てきたことや、地域団体や企業と関係性を築いてきたことが提案書の作成に大いに役立ちました。

委託事業に採択

　委託事業の採択をゴールとはせず、自主事業も更に活性化させ、委託事業も「既にあるパッケー
ジ」を踏襲することなく、むしろ私たちが行政に対しても積極的に提案をし、更により良い体制
作りをしていけるように走り続けたいと思います。

これからの展望

しながわすまいるネットでロング ver. 公開中！

Collaboration News Shinamon

発行：品川区



一般社団法人 でっこぼっこ
発達に特性傾向のある親子の健やかな学びと成長を目指した学習サポート事業

学校での一斉指導が通りにくい、宿題に時間がかかる、学校が嫌い、ついていけないことやつまずいている
ことがあるなど、学習面や生活面で困りごとがある親子を対象とし、学校の宿題を入り口に一人ひとりに合っ
たアプローチ方法を考える「宿題あそび」を行います。月に１度の保護者面談、外部講師を招き発達特性傾
向への理解を深めるスタッフ研修や講演会も実施します。

トライ
助成

日 程・場 所 ● 大崎 2-7-14 K-room4 階

● 北品川 2-3-20 品川宿いどばた

・毎週火曜 16:30～18:30
・毎週金曜 15:30～18:30
・月1～2 回水曜 15:30～17:00

連絡担当者 駒崎 圭子
TEL/E-mai l 070-9062-8315 / info.dekkobokko@gmail.com
ホームページ等

しにゃねこっ。の会
ペット同行避難体験・人とペットの防災展示体験イベントによる防災意識向上

これまでの災害で、たくさんのペットが置き去りにされたり、ペットを守るために飼い主が逃げ遅れて亡く
なったりしてきました。品川区では地震・火災・浸水等の災害が想定されていますが、あなたの備えは大丈
夫ですか？ご自身と大切なペットを守るため、災害について学び、備えましょう。ぜひご来場ください。

チャレンジ
助成

日 程・場 所 ● 10月13日（日）～14 日（月・祝）10:00～16:30
　パークシティ武蔵小山ひろば

連絡担当者 -
TEL/E-mai l -
ホームページ等

ホームページ等

やしおぼーず
やしお森っこ／未就園児親子の森の居場所事業
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日 程・場 所 ● 日程：隔週金曜日 9:30～12:00
● 場所：大井埠頭緑道公園周辺
※熱中症対策のため 7～9 月は実施せず

連絡担当者 宮里 耕太
TEL/E-mai l 090-3597-3623 / yashio.bozu123@gmail.com

団体HP facebook instagram

NPO法人 アレルギーの正しい理解をサポートするみんなの会
しながわアレルギーネットワーク

食物アレルギーのある子どもと保護者は、外食・中食※利用がしづらいという困難を抱えています。
地域にある身近なお店の利用がしやすくなるように、アレルギー対応に協力して下さるお店（協力店）の「こ
んな協力ができるよ」を集めて、協力店情報としてウェブサイト『しながわアレルギーねっと』上でご紹介
します。掲載内容はお店の皆様とご相談して参ります。皆様からの情報提供もお待ちしております。

チャレンジ
助成

日 程・場 所 ● ７月～　協力店への依頼・取材
● 10月～　ウェブサイト『しながわアレルギーねっと』にて
　　　　　情報提供開始

連絡担当者 前田  えり
TEL/E-mai l 03-5709-6720 / minna@a-minna.org
ホームページ等

※中食：対面販売の総菜やデリバリーなど、家庭外で商業的に調理・加工されたものを購入して食べる形態のこと。
なかしょく

団体HP instagram

団体HP
しながわ
アレルギー
ねっと

instagram X

なか しょく

ホームページ等

NPO法人 膠原病・リウマチ・血管炎サポートネットワーク
みんなはどうしているの？～膠原病の交流会

スタート
アップ
助成

日 程・場 所 ●   9 月14日（土）14:30～16:30　大崎第二区民集会所
● 12 月14日（土）14:30～16:30　会場未定

連絡担当者 大河内 範子
E-mail info@kosapo.org

団体HP X

あかいふうせん
地域における絵本読み聞かせボランティア事業

スタート
アップ
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日 程・場 所 ● 日程：毎月第１・３火曜日
　 10:00 ～ 12:00
● 場所：平塚橋ゆうゆうプラザ

連絡担当者 大葉 美知子
TEL/E-mai l 080-6805-0125 

mooba@ked.biglobe.ne.jp

児童センター、保育園、高齢者施設、地域の多世代交流施設、イベント会場などで、絵本の読み聞かせを中心
に活動しています。区主催の絵本読み聞かせ講座を修了したシニアが中心となって始まったグループです。
いつまでも健康で、生き甲斐をもって、地域の人たちと交流し現場に貢献できればという願いを持って、会員
相互で助け合い、楽しく活動しています。ご興味ある方、ご見学下さい。

未就園児親子を対象に、八潮の自然に親しみながら安心して過ごせる場づくりとして、緑道周辺の散策や自然
遊び、親向けの手仕事（ものづくりワークショップ）を行います。地域の高齢者や学生のボランティアが共に
活動を行うことで多世代交流を図りつつ、それぞれのスタッフの得意分野をワークショップなどの活動内容に
取り入れ、地域のコミュニティづくりをめざします。ご興味のある方、八潮の森で一緒に遊びましょう。

膠原病はいたみ・だるさ・しびれなどを伴い、全身の内臓に影響しうる疾患です。難病の一種ですが、症状をコ
ントロールしながら社会生活を送っている患者さんはたくさんいます。この事業は出会う機会の少ない患者さん
同士が集まって、病気にまつわるさまざまな話題をシェアしています。孤独感や不安感を減らして、自分らしい
生活を送れるようになることをめざします。心理専門家の運営なので、初めての方も安心してご参加ください。

団体HP イベント
HP

【宿題あそび】


